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二
〇
二
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
日
の
日
間
、
鹿
苑
寺
で
は
二
〇
一
四
年
秋
以
来
九
年
年
ぶ
り
に
、
京

都
古
文
化
保
存
協
会
主
催
の
「
第
五
十
九
回
京
都
非
公
開
文
化
財
特
別
公
開
」
に
参
加
、（
普
段
は
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
な
い
）
方
丈
を
特
別
公
開
致
し
ま
し
た
。

　

特
別
公
開
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
建
立
さ
れ
た
建
築
様
式
を
実
際
に
入
堂
し
て
体
感
い
た
だ
く
ほ
か
、

同
時
期
に
描
か
れ
た
狩
野
派
に
よ
る
襖
絵
を
間
近
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
今
回
の
特
別
公
開
に
花
を
添

え
る
か
た
ち
で
秘
蔵
の
掛
け
軸
や
屏
風
の
展
示
を
致
し
ま
し
た
。

　

開
始
前
の
準
備
と
し
て
、
方
丈
特
別
公
開
の
入
り
口
と
な
る
唐
門
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の

間
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
汚
れ
や
痛
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
唐
門
の
煤す
す

払
い
を
行
っ
た

後
に
方
丈
に
繋
が
る
敷
瓦
及
び
方
丈
周
り

の
敷
瓦
を
補
修
し
て
、
磨
き
を
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
つ

つ
が
な
く
拝
観
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
動

線
用
設
備
の
準
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
公
開
で
は
地
元
京
都
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
拝
者
や
多
く

の
外
国
人
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。

方丈 外観

方丈 唐門
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慈
照
寺
で
は
、
春
に
引
き
続
き
秋
の
特
別
拝
観
を
十
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
日
ま
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
特
別
拝
観
に
相
応
し
く
国

宝
・
東
求
堂
内
の
書
院
「
同
仁
斎
」
に
室
町
時
代
の
書
院
飾
を
再
現

し
ま
し
た
。同
仁
斎
は
付
書
院
や
違
棚
を
備
え
た
四
畳
半
の
和
室
で
、

付
書
院
は
義
政
公
が
机
と
し
て
書
を
読
ま
れ
、
書
き
物
を
さ
れ
た
と

さ
れ
る
茶
室
四
畳
半
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
義
政
公
の
同
朋
衆
が
書
い
た
と
さ
れ
る
巻
物

「
君
台
観
左
右
帳
記
」
に
基
づ
き
、
義
政
公
に
ゆ
か
り

が
あ
る
筆
や
硯
な
ど
の
文
房
具
や
茶
道
具
二
十
二
点
を

飾
り
ま
し
た
。

　

水
色
の
青
く
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
、
書
院
飾
を
目

的
に
拝
観
申
込
み
を
さ
れ
る
方
や
春
の
特
別
拝
観
の
印

象
を
も
と
に
今
回
も
足
を
運
ば
れ
た
と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
拝
観
の
た
め
に
心
を
込
め
て

揮
毫
し
た
特
別
御
朱
印
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
手
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

晩
年
の
義
政
公
が
、
混
乱
す
る
世
情
と
幕
府
の
行
く

末
を
案
じ
沈
思
黙
考
さ
れ
た
貴
重
な
空
間
に
身
を
置
き
、

当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

秋の特別拝観の様子

御朱印

東求堂
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【
若
冲
と
応
挙
】
展　

村
田
隆
志
氏　

記
念
講
演

　

令
和
五
年
十
月
十
四
日
に
「
若
冲
と
応
挙
」
展
を
記
念
し
大
阪
国
際
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授

の
村
田
隆
志
氏
を
招
き
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。『
若
冲
の
画
業
と
相
国
寺
』と
題
し
、［
若

冲
の
半
生
、
若
冲
と
禅
、
応
挙
と
用
筆
］
に
つ
い
て
、
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
予
告

記
念
講
演
講
師　
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館　

学
芸
室
研
究
員　

上
嶋
悟
史
氏

日　

時　

令
和
六
年
一
月
十
三
日
㈯
十
四
時
～　

二
階
講
堂

参
加
料　

無
料
（
当
日
の
拝
観
券
が
必
要
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
当
館
学
芸
員　

本
多
潤
子

日　

時　

令
和
六
年
一
月
六
日
㈯
十
四
時
～　

展
示
室

参
加
料　

無
料
（
当
日
の
拝
観
券
が
必
要
）

Ⅱ
期　

令
和
五
年
十
一
月
十
九
日
㈰
～
令
和
六
年
一
月
二
十
八
日
㈰

�

（
年
末
年
始
休
館 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
㈬
～
令
和
六
年
一
月
五
日
㈮
）

　

十
八
世
紀
の
京
で
は
、
多
く
の
絵
師
が
各
々
の
画
技
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
伊
藤
若
冲
と
円
山
応
挙
は
現
在
も
愛
好
者
の
多
い
、
人
気
の
絵
師
で
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
相
国
寺
と
伊
藤
若
冲
の
関
係
を
軸
に
、
相
国
寺
と
相
国
寺
塔
頭
所
蔵
の
作
品
を
公
開
い

た
し
ま
す
。
Ⅱ
期
は
、
伊
藤
若
冲
の
傑
作
、
重
要
文
化
財
の
『
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
』
五
十
面
を
一
挙
公

開
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ
期　

令
和
六
年
三
月
十
七
日
㈰
～
五
月
十
二
日
㈰

Ⅱ
期　

同
年　
　

五
月
二
十
六
日
㈰
～
七
月
二
十
一
日
㈰

次
期
展
覧
会
予
定

「
頂ち

ん

相そ
う

─
祖
師
た
ち
の
絵
姿
」

現
在
の
展
観
【
若
冲
と
応
挙
】

　

達
磨
を
初
祖
に
仰
ぐ
禅
の
教
え
は
師
か
ら
弟
子
へ
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、今
に
そ
の
法
脈
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
相
国
寺
は
、

夢
窓
疎
石
を
勧
請
開
山
に
仰
ぎ
ま
す
。
そ
の
法
は
鎌
倉
時
代
に
日
本
へ
や
っ
て
き
た
無
学
祖
元
か
ら
日
本
僧
、
高
峰
顕
日
へ
伝
え
ら

れ
、
夢
窓
疎
石
に
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

　

法
が
継
が
れ
た
そ
の
象
徴
と
し
て
、
師
の
絵
姿
や
袈
裟
が
弟
子
に
継
が
れ
ま
す
。
そ
の
絵
姿
を
頂
相
と
い
い
ま
す
。
頂
相
は
法
を

嗣
い
だ
証
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
師
の
回
忌
法
要
の
際
に
も
か
か
げ
ら
れ
ま
し
た
。
達
磨
忌
や
夢
窓
疎
石
の
遺
徳
を
仰
ぐ
開
山
忌

な
ど
は
、
今
も
相
国
寺
の
重
要
な
仏
教
行
事
と
し
て
厳
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
法
脈
を
今
に
伝
え
る
頂
相
を
数
多
く
初
公
開
い
た
し
ま
す
。
相
国
寺
本
山
と
、
相
国
寺
の
塔
頭
そ
れ
ぞ
れ
に
育

ま
れ
た
禅
僧
の
営
み
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

好
評
に
つ
き
【
若
冲
と
応
挙
】
展 

会
期
延
長

　

同
展
覧
会
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
高
い
関
心
を
集
め
、
老
若
男
女
問
わ
ず
多

く
の
来
場
者
に
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ご
来
場
を
希
望
さ
れ
る
多
く
の
声
を
受
け
、
令
和

六
年
二
月
二
十
五
日
㈰
ま
で
会
期
を
延
長
し
ま
す
。（
展
示
替
え
の
為
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
休
館
）

　

今
年
の
二
月
は
特
に
三
連
休
が
二
回
有
り
、
ま
た
、
同
時
期
に
京
都
市
観
光
協
会
主
催
の
『
京
の

冬
の
旅
』
で
【
相
国
寺
法
堂
・
方
丈
、
光
源
院
、
慈
雲
院
】
が
特
別
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の

お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中な
か

維ゆ
い

摩ま

居こ

士じ

左さ

右ゆ
う

雲う
ん

龍り
ゅ
う

図ず 

狩か
の
う野

洞ど
う

春し
ゅ
ん

筆ひ
つ

�

三
幅
対　

絹
本
著
色　

江
戸
時
代　

十
八
世
紀　

相
国
寺
蔵　

各
縦
一
六
七
・
三　

横
八
四
・
七

　

三
幅
対
の
中
幅
に
描
か
れ
た
人
物
は
維
摩
と
い
う
人
物
で
、
仏
教
の
開
祖
釈
迦
の
時
代
を
生
き
た
大
富
豪
の
在
家
仏
教
徒
と
さ

れ
る
。『
維
摩
経
』
の
主
人
公
で
、文
殊
菩
薩
と
の
問
答
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
右
幅
に
は
、雲
か
ら
水
面
に
向
か
う
降
龍
の
姿
が
、

左
幅
に
は
水
面
か
ら
雲
へ
む
か
う
昇
龍
が
描
か
れ
て
い
る
。
旧
箱
の
蓋
表
に
は
墨
書
で
「
後
水
尾
院
御
寄
附　

狩
野
洞
春
筆
三
幅

　

左
龍　

中
維
摩　

右
龍　

相
国
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

描
い
た
絵
師
、
狩
野
洞
春
福
信
（
生
年
不
詳
～
一
七
二
三
）
は
、
狩
野
洞
雲
（
初
代
）
の
養
子
で
駿
河
台
狩
野
家
二
代
で
あ
る
。

相
国
寺
の
日
記
に
も
登
場
す
る
。
そ
の
関
係
が
最
も
密
で
あ
っ
た
の
が
宝
永
度
内
裏
造
営
の
際
で
あ
っ
た
。
相
国
寺
と
そ
の
塔
頭

は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
内
裏
造
営
の
際
に
絵
所
と
し
て
場
所
を
提
供
し
た
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
七
月
二
十
九
日

の
『
参
暇
寮
日
記
』
に
は
、
絵
所
と
な
っ
た
寺
の
巡
見
に
き
た
幕
府
の
老
中
に
、
狩
野
永
叔
と
洞
春
が
呼
び
出
さ
れ
、
寺
内
を
巡

っ
て
い
る
記
事
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
相
国
寺
塔
頭
を
拠
点
と
し
て
洞
春
も
御
所
の
障
壁
が
制
作
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
こ
の
時
に
洞
春
と
と
も
に
相
国
寺
を
拠
点
と
し
て
障
壁
画
制
作
に
臨
ん
で
い
る
永
叔
の
作
品
〈
中
達
磨

左
右
六
祖
臨
済
図
〉
も
相
国
寺
に
残
る
。
達
磨
が
中
央
、
左
右
に
六
祖
禅
師
と
臨
済
禅
師
が
描
か
れ
た
三
幅
対
で
表
具
裏
に
「
仙

洞
御
寄
附
」
と
墨
書
が
残
る
作
品
で
あ
る
。
相
国
寺
が
御
所
の
造
営
の
際
に
絵
所
と
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
も
あ
っ
た
。
明

暦
元
年
の
造
営
の
際
に
も
絵
所
と
な
り
、
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
が
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
時
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
は
列
祖
図
を
作

成
し
相
国
寺
に
寄
進
し
て
い
る
（
三
月
十
七
日
か
ら
の
頂
相
展
に
出
陳
予
定
）。

　

こ
の
三
幅
は
相
国
寺
本
山
で
毎
年
十
月
二
十
一
日
に
厳
修
さ
れ
る
開
山
忌
に
お
い
て
方
丈
に
掛
け
ら
れ
る
。
法
堂
、
開
山
堂
で

（右幅）
中維摩居士左右雲龍図 狩野洞春筆

（中幅）（左幅）

法
会
が
厳
修
さ
れ
た
後
、
こ
の
掛
物
が
掛
け
ら
れ
た
場
所

を
上
座
と
し
て
斎
座
が
催
さ
れ
、
法
要
に
参
加
し
た
人
々

が
食
事
を
と
る
の
で
あ
る
。
表
方
丈
に
は
維
摩
、
裏
方
丈

も
使
う
場
合
は
〈
縄
衣
文
殊
像
〉
が
掛
け
ら
れ
る
。

　

開
山
忌
は
開
山
で
あ
る
夢
窓
疎
石
を
祈
り
の
対
象
と
す

る
法
要
で
あ
る
。
法
堂
で
は
須
弥
壇
上
に
夢
窓
疎
石
像
が

据
え
ら
れ
、
開
山
堂
の
夢
窓
疎
石
像
を
ま
つ
る
昭
堂
空
間

も
開
山
忌
用
の
水
引
や
戸
帳
な
ど
で
荘
厳
さ
れ
る
。
さ
ら

に
参
列
者
を
も
て
な
す
空
間
に
も
荘
厳
が
な
さ
れ
、
書
院

に
は
夢
窓
疎
石
の
墨
蹟
〈
別
無
工
夫
〉
を
、
そ
し
て
表
方

丈
西
面
に
本
作
品
が
掛
け
ら
れ
る
。
法
要
を
終
え
た
後
、

参
列
者
は
方
丈
へ
移
動
す
る
。
左
右
の
龍
図
が
か
か
る
そ

れ
ぞ
れ
の
床
面
に
毛
氈
が
敷
か
れ
、
維
摩
を
中
央
に
向
か

い
合
う
よ
う
に
参
列
者
が
座
し
、
食
事
を
し
て
帰
路
に
つ

く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
も
年
中
行
事
に
用
い

ら
れ
続
け
て
い
る
、
重
要
な
什
物
で
あ
る
。

�

作
品
解
説
／
承
天
閣
美
術
館　

学
芸
員　

本
多
潤
子
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第
四
十
回 

相
国
寺
派
寺
庭
婦
人
研
修
会 

四
年
ぶ
り
に
開
催
！

令
和
５
年
10
月
25
日
～
26
日�

（
詳
細
は
本
山
だ
よ
り
46
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

相国寺拝観の様子

松栄堂畑社長よりご挨拶をいただく

ワークショップ「匂い香」作りに挑戦撮影◎教学部

清水寺森宗務長（右端）より「西
さい

門
もん

」にてご説明を受ける

記念撮影
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眼
裏
有
塵
三
界
窄

心
頭
無
事
一
牀
寛

�

（
夢
窓
国
師
語
録
）

「
眼
裏
に
塵
あ
れ
ば
三
界
は
窄せま
く
、

心
頭
無
事
な
れ
ば
一
床
寛ゆたか
な
り
」

心
の
あ
り
よ
う
一
つ
で
、

視
野
は
狭
く
も
広
く
も
な
る
。

自
我
に
固
執
し
な
け
れ
ば
、

苦
か
ら
解
放
の
道
筋
が
あ
る
。

令
和
五
年
相
国
寺
開
山
忌
法
要　

撮
影
◎
教
学
部


